
  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

    ＣＨＲＯ-Ｌｏｏｐで化成皮膜処理液を精製することにより、化成皮膜処理液の延命が図れ、浴管理の手間・ランニングコストの削減

へと繋がります。この精製効果を下記に示します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

※ＣＨＲＯ－Ｌｏｏｐのご使用にあたっては、使用薬液のメーカーに精製後の液質の確認依頼を行って下さい。 

① 浴更新にかかるコストの削減が可能 

② 浴更新で発生する廃液量の減少が可能  

③ 落下物による突発的な不純金属濃度の上昇にも対応が可能 

④ 浴管理が容易に 

⑤ 浴管理条件に合わせた精製方法が可能 

⑥ 再生工程を行うことで繰り返し使用が可能 

 ･･･三価クロムの化成皮膜処理は、不純金属濃度が上昇した場合、製品の仕上がり・耐蝕性が低下しますので、化成皮膜処理

液を更新する必要があります。そこで、ＣＨＲＯ-Ｌｏｏｐは不純金属濃度が上昇した三価ク

ロム化成皮膜処理液中から不純金属イオンを精製材によって選択的に除去し、化成皮膜

処理液の延命を可能とする装置です。また、精製材は精製することにより能力が低下致

しますが、再生工程を行う事で繰り返し能力を発揮できます。 
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従来の管理方法とＣＨＲＯ-Ｌｏｏｐを導入した場合のランニングコスト

変化を示します。 

不純金属濃度が上昇した化成皮膜処理液を精製した時の精製効果を、製品仕上がりで確認した例を示します。 

従来の管理方法とＣＨＲＯ-Ｌｏｏｐを導入した場合の

浴更新・管理変化を示します。 
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工 程
化成皮膜処理浴を直接精製しながら化成皮膜処理を行う
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